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I遺伝子の多様性研究ゲル－雷！

－事業推進相当者研究概要一

転移'性薗己列を利用した亜熱帯域生物の集団遺伝学的解析

中島裕美子｡前川秀彰(分子生命科学研究センター｡准教授､教授）

1｡はじめに

東アニノアに広く分布する野蚕であるワワコがど

のように生息域を広げ､またそれぞれの地域のワ

ワコがどのような系統関係にあるかについては十

分に解析されていない(Nakajimaefal,2003)。

我々は転移因子mam7eﾄlikeelement(MLE)が特

定領域に挿入されたタイプであるCecmp/a-

1TR-MLE(ClＭ)の塩基配列およびハウスキーピン

グなリポゾーマルＲＮＡ遺伝子(｢DNA)クラスター

の5.8ｓと２８ＳＲＮＡ領域の間にあるＥｃｏＲ１サイ

トの変異の比較によって､曰本産クワコが大陸のク

ワコから約３００万年前に分岐し､独自に進化して

きたと推論した(MaekawaefaM988)｡本研究

では､東アジア各地に生息するクワコ集団の進化

的な関係をより詳細に明らかにすることを目的と

し､曰本､韓国､中国および台湾に生息するクワコ

を対象に､ゲノム中の特定の領域(Bm77VML座位

相当領域)に挿入したＣｌＭとrDNAの塩基配列を

比較解析した（川西他､2008)。

同じクラスターとなるタイプと韓国産・已本産の

ClMとクラスターを形成するタイプとに分かれた

(鎌内他､2009)｡これはクワコの移入ルートとして

朝鮮半島から曰本そして台湾を結ぶルートがあ

り､現在はワワコの生息が確認されていない南西

諸島にかつてはクワコが生息していた可能'性を

示唆する（図1)。
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図1.ＣｌＭ及びrDNAを進化的指標として利用した

東アジアに生息するクワコの地理的移動の推定。
2.ＢｍＴＮＭＬ座位相当領域に挿入された

ClMを指標にしたクワコの系統解析

ＢｍＴ/VML座位相当領域のＣｌＭの塩基配列比

較に基づく系統樹では､比較的古い時期に分岐し

たタイプと比較的新しい時期に分岐したタイプに

分かれることが示された(KawanishietaL

2007)｡前者は中国産ワワコのみから単離され､後

者は全ての地域のクワコに見られた(Kawanishi

etal,2008a)｡これはクワコが中国を起源とし､そ

の他の地域へ広がったことを反映した結果である

と推測される｡台湾産のＣｌＭは中国産のＣＩＭと

3.ｒＤＮＡスペーサー領域の配列を利用した

クワコの系統解析

ｒDNAの５８ｓと２８ＳＲＮＡ間のスペーサー領

域に存在するEcoRl部位をはさむ部分のＰＣＲ

増幅産物をEcoRlで消化したところ､中国産､台

湾産､韓国産ワワコとカイコは全てEcoRl部位の

ないタイプ(カイコ型)であり､EcoRl部位のある

タイプ(曰本産クワコ型)は曰本産ワワコ特異的で

あることが明示された(KawanishiefaL

2008b)｡曰本産クワコにはカイコ型も存在した。
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図2｡｢DNAを指標にした中国､韓国、曰本に生息

するクワコと曰本に移入されたカイコの関係｡カイ

コの１１番染色体のクワコヘの侵入が起こったと

考えている。
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このことから曰本に移入されたカイコの染色体

(rDNAワラスターは１１番染色体に局在している）

が曰本のワワコに侵入したと考えている（図2)。

塩基配列比較でも両者は明確に区別できた｡曰本

産ワワコのカイコ型は系統樹上でひとつのクラス

ターとなることから､特定のカイコ系統からの染

色体侵入に由来する可能''１生が示唆された
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(Kawanishieraい、preparation)。

4.合後の展望

含後､より多くの中国産､韓国産､台湾産および

曰本産ワワコを２つの分子マーカーを用いて比

較解析する､というアブ□－チによりアジア地域

でのクワコの地理的移動も含めた系統関係を明

確にできると考えている｡さらに､他の壜伝子や配

列の結果と比較することでより正確なワワコの由

来を明らかに出来ると期待している。

-蝋邇
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